
第３期健康横浜２１ ベースライン値に係る報告について 

（最終成果指標・中間成果指標・直接成果指標） 

 

１ 第３期健康横浜２１の評価スケジュール 

  本計画は、令和６年度から令和 17年度までの 12年間を計画期間としたものですが、効果的に

取組を進めるため、令和 11 年度に中間評価を行い、計画の進捗状況を確認し、把握された課題

を踏まえ計画後半の取組を強化します。計画最終年度の前年度である令和 16 年度には計画の最

終評価を行い、次期計画の策定に生かします。 

 

 

 

 

 

２ ベースライン値の設定 

 本計画では、令和５年度の策定作業時に把握できる直近値を基に目標値を設定しています 

が、計画期間中の取組の状況を評価するため、今回新たに、計画開始前の状況を把握できるデ

ータの最新値を「ベースライン値」として設定しました（資料３－２）。 

 

３ ベースライン値が目標値を上回っている指標について 

  今回把握したベースライン値が、すでに第３期計画で設定している目標値を上回っている 

項目が複数ありました（資料３－２において「ベースライン値」が黄色セルのもの）。主な要因

としては、以下の点が挙げられます。なお、ベースライン値を踏まえた目標値の変更について

は、今後の状況を注視しつつ、中間評価のタイミングにて改めて検討を行います。 

（1）「健康に関する市民意識調査」の対象者抽出方法の変更によるもの 

 令和２年度と令和５年度では、調査対象者の抽出方法に違いがありました。令和５年度に 

おいては、住民基本台帳からの無作為抽出に限定した方法を採用したことにより、回答者に 

健康意識の高い層が多く含まれ、その結果として、目標値を上回った可能性があります。 

調査年度 対象者の抽出方法 回収数 

R2 

・インターネット調査会社に登録している横浜市内在住の 

モニターにアンケート依頼を配信（市内在住 20～59歳男女） 

・住民基本台帳からの無作為抽出（市内在住 60～69歳男女） 

10,981人 

 

1,493人 

R5 住民基本台帳からの無作為抽出（市内在住 20～69歳男女） 6,600人 

 

(2) 新型コロナウイルスの影響によるもの 

令和２年度から令和 4年度にかけては、新型コロナウイルス感染症の影響により日常生活 

に多くの制約が生じました。そのため、コロナ禍に実施された調査と令和５年度以降に実施 

された調査では、回答傾向に一定の変化が見られたものと考えます。特に、「運動やスポーツ 

をすることが好きな子どもの割合」については、コロナ禍の影響を大きく受けた項目であ 

り、結果として目標値を上回った可能性があると考えられます。 

 

資料３－１ 

 第３期計画開始  終了年度  第４期計画開始 

 



４ 健康寿命について 

  「第３期健康横浜２１」における最終目標は、「健康寿命の延伸」としております。「健康寿命」

とは、健康上の問題で日常生活が制限されることなく生活できる期間の平均のことを指します。 

（1）令和４年 健康寿命を算出 

厚生労働省研究班「健康寿命算出プログラム」を用いて、本市で独自に算出しましたので、

報告いたします。 

 

 

 

 

 

 

（2）男性の健康寿命は延伸、女性の健康寿命は短縮 

   男性の健康寿命は、延伸していますが、女性は短縮しております。なお、都道府県別の健康

寿命を国が算出していますが、神奈川県が都道府県の中でワースト３位という結果でした。 

女性の健康寿命が短縮している要因について、横浜市立大学と連携し分析を進めております。

また、女性の健康づくり推進検討部会を令和６年度末に新設し、具体的な取組検討しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜参考（第３期健康横浜２１体系図）＞ 

取組テーマごとに 
直接成果指標を設定 

10 の健康課題ごとに
中間成果指標を設定 
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第３期健康横浜２１関係課長会議の議事報告について 

 

会議日時：令和７年７月 28日（月）午前９時 00分～午前 10時 15分 

議事内容：第３期健康横浜２１に係る関係課の令和７年度の主な取組を共有 

 

№ 局課名 主な発言内容 

１ 旭区福祉保健課 

（区代表） 

・健康づくりの取組は、広報・プロモーションが重要。 

・各区では、働き・子育て世代向けの動画の作成をはじめ、周知方法としては、パマ

トコ（横浜市子育て応援アプリ）も大いに活用している。 

・旭区では、Ｘと LINEを積極的に活用している。区のマスコットの「あさひくん」

のぬいぐるみを一緒に投稿するとインプレッション数が増える傾向があった。 

・地元の企業や商店街にも協力を得ることで企業の考え方を踏まえて、取組を広げ 

ることができる。 

２ 政策経営局 

経営戦略課 

・このような場（関係課長会議）を活用して、適宜、情報共有や連携ができたらよい

と感じた。 

３ にぎわい 

スポーツ文化局 

スポーツ振興課 

・親子ラグビー教室を秋以降に３回、新横浜で実施予定。 

・市民大会/市民マスターズ大会の開催を昨年度から継続。８月２日と８月３日に、

スポーツ協会と連携し、金沢区でビーチスポーツフェスタを開催。 

・今年度力を入れること：インクルーシブスポーツとしてボッチャの大会を開催。 

４ 経済局 

中小企業振興課 

・健康推進課と連携し、健康経営を推進している。市内３か所の健康経営の拠点 

（ウェルネスセンター）で健康管理担当者や従業員向けのセミナーを開催。 

・今年度力を入れること：女性の健康づくりやで働き世代のがん対策（治療と仕事の

両立支援など）に関するセミナーを開催。 

５ こども青少年局 

企画調整課 

・パマトコは、昨年妊娠・出産した人の 95％がダウンロードしている。細かく対象

を絞ることもできるので、啓発用ツールとしてぜひ活用いただきたい。 

６ 

 

 

 

 

こども青少年局 

地域子育て支援課 

 

・現在の妊婦歯科健診受診率は 45.8％だが、50％以上になるよう、産婦人科医会や

パマトコを活用した周知を行い、受診率向上を図る。 

・母子手帳交付時は、家族の健康を見直す良い機会でもあるので、妊娠中の喫煙・飲

酒についての啓発を継続。 

・乳幼児健診は受診率が高い。保護者のみへの啓発ではなく、将来的にその子どもが

セルフケアできるような啓発を実施する。 

８ 健康福祉局 

福祉保健課 

・第５期地域福祉保健計画の推進に力を入れている。リーフレットも作成し、令和７ 

年６月からは区役所や地域ケアプラザで配布している。 

10 健康福祉局 

生活支援課 

 

・生活保護受給者に対する健康支援を行い、生活保護の方の生活や受療行動をフォ

ローしている。 

・生活習慣病の早期発見や重症化予防、受給者自身の健康について理解を深められ 

るよう着実に支援していく。 

12 健康福祉局 

こころの健康 

相談センター 

・アルコールに関する普及啓発、依存症の相談窓口の対応。 

・第２期自殺対策計画に基づき、若者の自殺に対する対応を強化していく。 

13 健康福祉局 

高齢健康福祉課 

・よこはまポジティブエイジング計画に基づき取組を推進中。 

・行政からの情報が届きにくい方に、いかに情報を届けるかが大事だと考えている。 

資料６ 

あさひくん 

№は資料１の裏面名簿と一致 
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№ 局課名 主な発言内容 

14 健康福祉局 

地域包括ケア推進課 

・高齢者のフレイル予防の普及啓発について、民間企業と連携し、パッケージ化して

普及啓発を進めている。 

・フレイル予防の認知度向上を目的に、11 月に横浜そごうでフレイル予防のイベン

トを実施予定。当事者のみではなく、通いの場等で活動している人にも何か持ち

帰ってもらえるイベントにする予定。 

・令和６年度から市薬剤師会と委託契約を締結し、身近な場所での健康づくりミニ

講座を実施している。 

15 医療局 

医療政策課 

・Ｘや LINEなどの SNSを活用して、最終的には、多くの情報が載っている市ホーム

ページへ誘導したいと様々な工夫をしているが、具体的な行動変容に移っている

かの評価が難しい。成功事例があったら、ぜひ情報共有していけると良い。 

16 医療局 

がん・疾病対策課 

 

・対象となる全市民に対し、がん検診受診勧奨通知を発送するなど、がん検診受診率

60％を目標に様々な取組を進めている。 

・令和７年度から、子宮頸がん検診の無料対象者の年齢を拡大。 

17 医療局 

健康安全課 

・令和６年度は、新興感染症について障がい者や外国人向けのチラシの作成や SNSを

活用した啓発を行った。令和７年度は高齢者向けの啓発を予定している。 

・麻疹や百日咳が流行中。随時正しい健康づくり情報を啓発することで健康行動に

つながるように SNSなどを活用して発信していきたい。 

18 医療局 

食品衛生課 

・栄養成分表示の活用方法や食中毒の危険性について周知するため、小学校給食の

献立への掲載や、動画を活用した PR等を行っている。 

・食品衛生協会と連携し食中毒予防キャンペーンを実施。また、家庭での食中毒予防

に関する啓発を各区で実施。（区民まつりなどでも実施） 

・今年度力を入れること：びん・缶・レトルト食品の衛生管理に関する講演を 11月

に開催予定。働く女性も多いので、興味を持ってもらえるのでは。 

19 医療局 

衛生研究所 

感染症・疫学情報課 

・健康に関するデータの分析を実施。局や区からの相談に対応している。また、乳幼

児健診でとったアンケートの解析なども実施している。 

20 みどり環境局 

農業振興課 

・令和７年度はま菜ちゃん料理コンクールは、「サツマイモ」を使用した学校給食の

メニューを募集。毎年 2,500件ほどの応募がある人気のイベント。 

・市内産農畜産物を小学校給食に取り入れる取り組みを実施。今年度供給予定の食

材である「キャベツ」について、食育につながる内容を盛り込んだ PR ポスターを、

JA横浜と共同で作成・配布する予定。 

21 みどり環境局 

公園緑地維持課 

・暑い夏でも公園で遊びたいというニーズがある。そこで、令和７年度から、市のホ

ームページに水遊びができる公園やミスト設備がある公園をまとめて掲載したほ

か、パマトコやＸでも周知を行っている。 

22 建築局 

住宅政策課 

・健康と住宅の関係性（省エネ住宅に住むと、冬場のヒートショックや夏場の熱中症

の予防にも大きくつながるなど）について区とも連携しながら周知をしている。 

・新築住宅だけでなく、既存住宅にも啓発を進めていきたい。 

23 道路局 

道路政策推進課 

・シェアサイクルは健康増進にもつながる。令和７年度から本格実施をしており、ポ

ートを加速度的に増やしている。 

25 教育委員会事務局 

学校給食・食育推進課 

・中学校給食メニューコンクール：中学生自身が健康課題を考えて、メニューを考え

る仕組み。例年 3,000 件程度の応募がり、保護者からも好評。生徒自身が食生活

や健康について考えるきっかけとしていきたい。 




